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自然災害時における道路の強靭性評価に関する研究






















ものとしては、「過去の通行止実績J r要対策斜面数J r異常気象時通行規制区間 J r要対策重要構造
物J r沿道建築物J r液状化J r冬期通行止区間J の 7 指標がある。 本研究ではこれらの指標を道路構
造指標と立地条件指標に分け、道路構造指標の各指標を規準化し、それらをすべて加えたものを道路
構造指標値としている。また、道路構造指標値の分布形がカイ二乗検定から対数正規分布であること
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昭和 50 年度から平成元年度までの道路の被災状況を示したものであるが、毎年 2 万件前後の災害が
発生している。
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福井県においては、昭和 56 年に発生した 56 豪雪で一般国道 158 号が通行不能になり、和泉村が



































は除くこととする。その結果、高速自動車国道は 9、一般国道は 241、主要地方道は 93、一般県道






-過去の通行止実績 . . . .・ H ・.. . .・ H ・.H4"-' H7 年度の落石、崩土などによる全面通行止の回数
・要対策斜面数....・H ・. ... ・ H ・-…・….落石崩壊、岩石崩壊などに対する要防災対策箇所数
-要対策重要構造物.…...・ H ・..….橋梁およびトンネルの要震災対策箇所数
<立地条件指標>
・沿道建築物 . ….. . .. ・ H ・ .. ..・ H ・ . . ... .震災時に沿道建築物の倒壊による通行不能の危険性のある箇所数
.液状化... .. . . . ・ H ・ - ….. . .・ H ・....…・… 300gal での液状化の可能性のある箇所数





まず、 各道路構造指標の各指標値を相対的に評価できるように基準化をおこなう占リンク n の指
標値を凡とすると、 X" を基準化した値 X" は以下の式で表わせられる 。
X_ =~凡n 一 Xm町剛、11








x~ -}: {ト Fi ) /F，ト 11.706 となる。


















0.048 0.280 0.527 0.767 1.007 1.500 1.656 1.933 2.209 2.486 2.763 
道路精進指標合計値
図 3・3 道路構造指標値のヒストグラム
強靭性が低いリンクは、 1a 限界値以上のリンクとすると、平均 μ= -0.674 、標準偏差σ= 0.402 。
従って 1a 限界値はμ+σ= -0272 であり、元の値に戻すと e4272=0.762 となり、強靭性の低いリン
クは道路構造指標値が引き 0.762 であるリンクが該当する。該当するリンクは 12 リンク(表 3・ 1)
あり、図 3-4に示すように奥越地域、越前海岸付近、若狭湾沿岸部に集中していることがわかる。ま
た、一般国道 157 号， 158 号， 364 号といった県境部分の道路が含まれており、これらの道路が途絶
した場合に他県との往来が不可能となり、復旧活動や救援活動に支障が出ることが懸念される。
次に、道路構造指標の合計値に沿道建築物、液状化、冬期通行止区間の各立地条件指標を加味し
て、先ほど抽出された 12 リンクを f特に強靭性の低いリンク J と「強靭性の低いリンク j とに分け
る。「特に強靭性の低いリンク J は、道路構造指標値が 1a 以上 (0.762 以上)のリンクのうち、沿
道建築物、液状化、冬期通行止区間の各立地条件指標がいづれか 1 つでも値が存在するリンクとし、
残りを「強靭性の低いリンク J とする(図 3・5)
沿道建築物、液状化、冬期通行止区間の各立地条件指標を加味した結果、表 3・2、図 3・6に示すよ
うに一般国道 157 号のリンク 04-15 ， 04-16、同 162 号のリンク 07・08， 07・09、同 305 号の 09・ 15、
同 364 号の 10・08、主要地方道福井四ヶ浦掠リンク 24・06， 24・08 の計 8 リンクが「特に強靭性が低
いリンク j となり、一般国道 158 号のリンク 05・01 ， 05・02 ， 05・03、同 305 号の 09・ 16 の計 4 リン
クが「強靭性が低いリンク J と評価された。
表 3・ 1 1 a 限界値(0.762)以上のリンク
道路橿別 路線名 No. 規制民間 泊行lt 斜面 道指蕗標構値造計事対策
一般国道 305 号 09-15 13.0 1. 000 1. 000 0.571 0.083 2.655 
一般国道 162 号 07-09 6.0 o. 500 0.714 o. 762 0.000 1. 976 
一般国道 158 号 05-03 20.5 0.250 0.571 0.667 0.417 1. 905 
一般国道 157 号 04-15 13.4 0.250 o. 286 0.190 1. 000 1. 726 
一般国道 162 号 07-08 13.0 0.250 0.286 1. 000 0.000 1. 536 
一般国道 157 号 04-16 19.5 0.250 1. 000 o. 143 0.000 1. 393 
一般国道 158 号 05-02 12.0 0.250 0.143 0.048 0.917 1. 357 
一般国道 305 号 09-16 2.0 0.000 o. 857 0.476 0.000 1. 333 
主要地方道 福井四ヶ浦線 24-08 6.5 o. 750 0.000 O. 190 0.000 0.940 
一般国道 364 号 10-08 4.0 0.250 0.571 0.048 0.000 0.869 
主要地方道 福井四ヶ浦線 24-06 5.0 0.250 O. 143 0.476 0.000 0.869 
一般国道 158 号 05-01 7.6 0.250 O. 143 0.000 0.417 0.810 
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道路種別路線名 リンク 区(k間m長} I 道指宿路構値 治道建策物 液状化 冬期通行止
般国道 157 号 04.15 13.4 1.726 1 1 1 
04・ 16 19.5 1.393 。 。 1 
162 号 07.ω 13.0 1.536 10 1 。
07・09 6.0 1.976 9 。 。
305 号 瓜ト 15 13.0 2.655 27 。 。
364 号 lCト08 4.0 0.869 。 。 1 
主要地方道 福井四ヶ浦線 24.ω 6.5 0.940 13 。 。
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1)rH2 防災点検」、 rH3 麗災点検J rH6 地震災害防止緊急点検」、「道路台帳」、「災害に強い道路網整
備検討調査業務」など建設省・福井県道路保全課資料
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